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木材l山商実地試験資料 1

浅川分室-u.里苗畑防腐処理外棚被害調査

木材防府 7i!T 究室(1)

1. Iましヵーさ

昭和 29 ;ド 9 JJ に. ì長川分"i.1. i-'::' おいて IJWIIIの外側を作る際，防Irj!;ItJ F究室に刈して，せのくいの防!肉処J'fH

をしてもらいたいとの史望があったので，クレオソート抗11および Na-PCP )kir~段ーを J Ih 、て. 1三 ìí'W，によ

り防1肉処仰を行い，防悶芹Ijの実lIî効果の資料を作んとした，

たまたまみ;年 4 月に .WHIllのつごうにより外1Mを取り除くことに沿ったため，その機会を利JIJ して，処jir'[

後 2 年経過したこれらのくいの Irj~桁菌，昆虫による被告状jL~を司店街したので，その紡来について報告する

なお，柵は取り除いたため今後の制的土

行わない u

2. 使用材料ならびに防腐処理

処四年月日 昭和 29 イ1' 9 月 20 日

連~(j;l'.月日 H百平日 30 年 4 月 12 日

外柵はdグ真?のように，角材と板とより

なり，角材の地ぎわ以上は，ペイント 2舎を!it

をするため，地ぎわ以下のみを防ff:j~処I!I[し

たのその仙はすべて無処潟である

1fj材の仙l種.. スギ

角材の寸法... .8X 8X 120 cm 

使用防腐剤.. .，クレオソート泊 (JISK 

2404-1 リ). Na-PCP 4%7kì'i予lf主

処理法

材の地ぎわ吉1I方‘ら少し上部までがつかる

ようにして 2，1時間常温浸;漬を行った p

l没収量は測定しなかった。

古畑の見取tまlならびに桐}の住の配置|当|は

第 1 悶のとおりである p柱は地rl:Jに約 30cm

埋めこみ . rl削減は約 180c仰として，その

(1) 木材部材質改良科

ミj.真 1 i長川分室i1.旦百):1lI外 Ijm全米

守強

写真 2 浅川分室廿皇官畑外櫛(道路IJ!U)
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山j江川叩~(~~{~
j/ ペペ川cJ: 時 (24肘) 0 泰メ

, 

第 1 図 浅川分室 11二屯市川処JQ!1~ 内店主附

/!rJを1守真 2 のように板で柵を設けたc 排水は良好で，日照時fiUは柵の場所により多少は異なるが，大体全

部の柵が直射日光にさらされる。

3. 被害調査

調資年月日は，昭和1 32 年 4 月 19 日で，建作'[後約 2 年経Bした外柵11I 柱を淵J4E した ο

( 1 ) 被害度のあらめし方

今回の調主においては菌害および虫告を別々に分類する予'走だったが，実際には両者を区別することヵ:

非%に困難なため，次の分類に従って，被害度を数字で表わした v

被害度 観察状態

。 健全

1115分IYJに軽度の虫;~'子および同行

2 全面的に軽度の虫官および rrJii朽

3 11日分的にはげしい虫害および腐朽

4 全面的にはげしい虫害および悶朽

5 31筈および腐朽によりくいの形がくずれる

なお，この方法による観察結架から，防腐剤の効力の判定をするために，次のような数値を計算してみ
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たのすなわち，上記の分類に従い，各材の被告皮を求め，その被害!立に，その被害本数を来じて，総被害

度を求め，さらに同一薬剤または無処:&~[材ごとに，その合計を求め，それを平均した値をもって，平均被

害度としたn したがって，この{直が 0 であれば，全本数とも健全であるということであり，剤、処国材の値

に近ければ，薬剤の効果はあまりなかったということである。

謂査結果( 2 ) 

本調ftでは，地ぎわ以下のみを対象とし，心材は全く被需がないので，第 1 表の調子i'M*は辺j~ のみに

ついての被害度である"

æl;l1tの結果，被害!支を判定する際に，腐朽か，シロアリその他の虫害があるのか，明確な区別がつかな

いが，シロアリの食こんは大休春材のみを食い，秋材を伐しているカ 3 ら，材の変化した形状からみると，

!肉朽とシロアリの混合したと思われる被告が最も多かった c ただ No. 35, 52 の 2 本のみはヤマトシロア

リが材中から発見されたから，官在実仁シロアリの干与を:受けたといえるが，その材は!腐朽も本11当進行してい

るので， t、ずれが先行したかは弓O::IIJJ て、ある。

一般的にいって，被告を受けた1111分は，いずれの柱も地ぎわ以下のみで，地ぎわ以上はほとんど彼習を

受けていなかった。ただ四郎の木口部分が相当腐朽しているものが数本あった。第 1 表に示すごとく，無

処理は程度の差こそあれ，ほとんど被害を受けており，平均被害!主ヵ-; 2.8 となっているの

平均彼害度は 0.2 である。 Na-PCP 4% これに対してクレオゾート泊処却材はほとんと被15はなく，

水溶液処~[l!材はクレオーソト泊処Fj[材にl七べていくぶん被告が多く，平均被宮度も 0.7 を示してL 、る。ま

クレオソート泊処珂材の被害は腐何のみのように観察されたが， Na-PCP 処I叫イはシロアりの食こた，

これらのことから考えてシロアリに対する防蟻効果はクレオソート泊の方がすぐれてんが見受けられた

!総平均
本数!被害皮被害皮

4 1 0 1 

2 ! 2 I 
5 10 I 

7 21 
4 16 
6 30 

28 I 79 

いるように考えられるぺ外柵の建知'[した位置による被惇度の廷はほとんど見受けられなかった。

浅川分室lJ-旦苗rlll外相}被告調査結果1 表tr; 
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1 i 1 36 , 54 ,66 
11 2 5，札仇78 l Na-PCP 4% ): 

/U  ) 1 3 ,33 
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l| 合計 l

*シロアリの被害を確認したもの
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柱の地上日15 (地ぎわから 40 c削)，地ド郎(地ぎわから 15 cm) とについて， 生長îltでJ.\}，をとり，合

水平を調べたO 訓i't当日は小雨であったため，全般的に合水不が高くなっているかもしれないが，その結

果は第 2 :0.廷のとおりである この表に示すごとく，被得度別， 3t切Ij別でも，それほど著しい特徴はみられ

なかったりただ，シロアリが多数活動していた材の地下の食海部のみは 373% とい、う異常な高合水準を示

していたが，この柱のL1ll Fの健全，;15 (心付)は 77% で仙の材と大して変らなかったけその他の材では池

上部は大体 30% 前後，地下{;[)は 100% 前後の合水〉与を示していた 1

t� 2 表 (~川分室iLf!l，'ijj:1l 1被得)史別合水率

処川!別

Mí 処 I里
クレオソート1由

Na-PCP 

J!!~ 処 J!fl
Na-PCP 

無処 I屯
クレオソ}ト泊h

NarPCP 

Mí 処 E早
Na-PCP 

界再 処 J'll[ 

Na-PCP 

被害!支

。
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[地上 ffl5 I 地下{jf5

25 1 ∞ 
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33 100 
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!白蟻発見材辺材 1\15
i 同上心材郎


